指導のポイント
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・『源氏物語』の作者である紫式部の出生と幼少のころについて理解する。
・夫との死別後書き始めた『源氏物語』が，宮廷内で争う貴族たちの観察を元に書かれたものであることを知る。
・文才を隠しつつ書き続けた『源氏物語』が，貴族社会での愛と嫉妬をテーマにし，作者自らの人生と感情を詰め込んだものであることを理解する。
	1時間目
	パラグラフ１～３（p.50）

	指導のポイント
	・『源氏物語』の作者である紫式部の出生，幼少のころと，この作品を書き始めるきっかけについて理解させる。
・in order to do について理解させる。

	主な言語材料
	・boast of  ～
・give birth to ～
・get O married to ～
・in order to do

	2時間目
	Comprehension, One More Step, Skill Check （p.51）

	指導のポイント
	・本文が紫式部の生涯をテーマにしたものであることを理解させる。
・本文を確実に理解させた上で，主題および内容に関する問題への対処法を指導する。

・英問英答への対応を，本文の意味から解説する。

・英語による単語の説明を理解させ，適切な語の選び方を指導する。

	主な言語材料
	・What caused ～?

	3時間目
	パラグラフ ４～６ （p.52）

	指導のポイント
	・天皇に文才を認められても，周りの女性からの嫉妬を避けるために才能を隠さねばならなかった紫式部の苦悩を理解させる。
・紫式部が，貴族社会における権力闘争や愛と嫉妬について，特に光源氏と周りの女性たちを中心に描いたことを理解させる。
・1,000年を経た現代でも人々を魅了する，この古典文学の魅力について考えさせる。
・with + ～ +形容詞の用法を理解させる。

	主な言語材料
	・make + O C

・out of ～
・focuses on ～
・with ～ ＋ 形容詞
・She asked oneself

・put ～ into …

・long to do

	4時間目
	Comprehension, One More Step, Skill Check （p.53）

	指導のポイント
	・本文のタイトルとして紫式部が『源氏物語』を書いた理由が挙げられることを理解させる。
・英問英答への対応を，本文の意味から解説する。

・英語による単語の説明を理解させ，適切な語の選び方を指導する。

	主な言語材料
	・a piece of ～

	5時間目
	Review （p.54）

	指導のポイント
	・紫式部の生涯とその代表作『源氏物語』についての概要を知り，本文の主題をつかむ。
・「本文の内容と異なる部分」を本文に戻って探し，正しい１語を見つけ出す方法を指導する。
・紫式部と『源氏物語』に関する表に入れるキーワードをそれぞれ本文に戻って探し，完成させる。

	主な言語材料
	・get jealous
・what it means to be human

	6時間目
	Grammar and Exercises （p.55）

	指導のポイント
	・本課で扱う文法項目に再度注意を向けさせ，和訳，英作文ができるようにする。

・空所補充問題では，文法事項のまとめを見ながらではなく，自分の力で解けるようにする。
・Wordsに関しては，それぞれの単語の意味や用法，類義語などを様々な例を通して詳しく学習する。

	主な言語材料
	・in order to do
・with ～ ＋ 形容詞
・long to do
・Wordsの単語

	7時間目
	Activity （p.121）

	指導のポイント
	・紫式部と源氏物語に関する重要事項を整理する。
・上記の重要事項を順序立てて，聞いてわかりやすく，かつ正しい英文で表現できる。
・スピーチにおける４つの重要な要素について，互いに客観的に評価できる。

	主な言語材料
	・come to do
・give expression to ～


